


くにさきとうって なに？

くにさきとうは くにさきはんと
うで つくられてきた いしのとう
だよ。
なくなったひとの たましいを

なぐさめるための いしのとうを
ほうとうというよ。くにさきはん
とうにある ほうとうは はすの
はなのような だいざがついている
のが めずらしくて、うつくしい
から くにさきとうと よばれてい
るよ。
いわとじの くにさきとうは、

はなのような だいざが とくに
きれいで、とても とくちょうてき
なんだよ。
みんなも くにさきとうを

どこかで みたこと あるかな。

▲いわとじの くにさきとう

▲はすのはなのような だいざ



▲いわとじ ▲しょうおんじ

いろんな くにさきとう

▲べつぐうしゃ ▲かまがさこ





おぼうさんが しゅぎょうする
ところって どんなところ？

▲せんぷくじ ぶつでん

せんぷくじという おてらのぶつで
ん(ぶつぞうを まつるばしょ)だよ。
せんぷくじは そうとうしゅう

(ぶっきょうの おしえの ひとつ)の
ぶつでんとしては、きゅうしゅうに
ひとつしかなくて いちばんふるい
めずらしい たてものだよ。
おぼうさんたちは ここで ざぜんを

おこなっていたよ。ざぜんは、ひざを
くんで すわって、こころを しずかに
して じぶんを みつめなおすという
しゅぎょうの ことだよ。
みんなは しゅぎょうをしてみたい

と おもうかな。

▲せんぷくじ かいざんどう





あしかがたかうじのぞう
ってなに？

あしかがたかうじは かまくら
じだいからむろまちじだい(およそ
７００ねんまえ)に いきたむろまち
ばくふのしょうぐんだよ。
いくさ(たたかい)で なくなった
ひとたちの たましいを なぐさめる
ために、あしかがたかうじの めい
れいで ぜんこくに あんこくじが
つくられたよ。
ぶんごのくに(むかしの おおいた
けんの よびかた)のあんこくじは、
さいごに つくられたんだよ。
あしかがたかうじのぞうと
つたえられている このぞうは、
くにさきまちの あんこくじに
まつられているよ。

▲もくぞう あしかがたかうじざぞう

▲あんこくじ





やよいじんのムラって
どんなところ？

やよいじんのムラは やよいじだ
いという じだいに いきていた ひと
たちが くらしていた ムラだよ。
やよいじだいは およそ２０００
ねんまえ、ひとが たんぼを たがや
して、こめを つくりはじめた じだ
いの ことだよ。
そのころ ひとが あつまって
せいかつするようになって、ムラが
できたよ。
くにさきしでは、１８００ねん
まえに やよいじんが くらしていた
ムラのあとが みつかっているよ。
そのムラのあとを もとにして、
たかゆかたてもの(やよいじんが
すんでいた いえ)をつくっているよ。

▲あんこくじ しゅうらくいせき

▲たかゆか たてもの



どうして「ムラ」は カタカナなの？

むかし ひとが あつまって せいかつするように なったころ、いまと
おなじように むらや まちという なまえを つけていたわけでは
なかったんだよ。
げんだいに なってから、ひとが あつまって せいかつしていた

ばしょを 「ムラ」とよぶことに したけど、いまあるむらとは ちがう
ものなので、カタカナで かくように しているよ。

◀あんこくじしきどき
あんこくじしゅうらくいせきで
みつかった どき(つちで できた つぼ)
だよ。
つぼの くちの ぶぶんが ひらがなの
「く」みたいな かたちを しているの
が とくちょうだよ。
もようを かいているのも みえるね。





みうらばいえんせんせいの
いえってなに？

むかし、みうらばいえんという
ひとが すんでいたいえだよ。ばい
えんはじぶんのちからで ものごと
をかんがえるがくもん、てつがくを
したひとで、じょうりがくという
がくもんを つくったよ。
このいえは ばいえんが せっけい

したもので、ばいえんじゅくという
じゅくをつくって がくもんを
おしえていたよ。
みうらばいえんは ほんとうは

すすむ、または あんていという
なまえなんだけど、ばいえんじゅく
の せんせいということで、ばいえ
んせんせいと よばれていたんだよ。

▲みうらばいえん きゅうたく

▲ばいえんせんせい





ばいえんせんせいが
かいたほんってなに？

ばいえんは、じょうりがくを
ほんに まとめようとしたよ。
ばいえんは すべてのものが
き(気)でできているとして、その
ほうそく(きまり)を じょうりと
なづけたよ。じぶんで かんがえ
た このよのほうそくを ほんに
まとめるために じんせいを
かけて かきつづけて、べんきょ
うもしつづけたよ。
ばいえんが のこしたほんのか
ずは とてもおおいんだよ。みう
らばいえんしりょうかんで みる
ことが できるから、きょうみが
あったら いってみよう。

▲みうらばいえん いこう
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おにづかこふんって
なに？

おにづかこふんは、およそ
１５００ねんまえに つくられた
おはかだよ。
おにづかこふんは なかの かべに

いろんなえ(へきが)が のこっている
のが めずらしいんだよ。
てつでできた やじり(やのさきっ
ぽ)や すえき(おさら、つぼなど)も
はいっていたよ。なくなったひと
と いっしょに いれることで、
なくなったひとが ちからをもって
いたひとだ ということが わかる
ようになっているよ。
おにづかこふんの ちかくには、

ほかにも たくさんの こふんが
あるよ。

▲おにづかこふん

▲へきがの ひとつ
ふねに のっているひと。





もんじゅやばって
どんなところ？

もんじゅせんじという おてらの
まわりにある、おおきないわや
はやしが とてもすばらしい けしき
を つくっているよ。そのけしきを
もんじゅやばとよぶよ。
むかし、えどじだいに このうつく

しいけしきを えがいたえも のこっ
ているよ。みうらばいえんも もん
じゅやばのうつくしさを かんし(か
んじだけで つくるし)にのこしてい
るんだよ。
むかしからずっと ひとびとに き

れいだと おもわれてきた ふうけい
が、いまも のこっているんだね。

▲もんじゅやば

▲もんじゅせんじと もみじ



▲えどじだいに かかれた え

▲めいじじだいに しゅっぱんされた はんが

もんじゅせんじと そのまわりの
ふうけいは、むかしからたいせつに
されてきたことが わかるね。
みんなは みたこと あるかな。





しげみつけってなに？

しげみつけは、くにさきの いわ
とじむら(いまの くにさきまち いわ
とじ)でうまれた よしたけとうりと
いうせっけいしが せっけいした
いえだよ。
よしたけとうりは こっかいぎじ
どうの せっけいを したひとだよ。
こっかいぎじどうの せっけいずに
は１１８てんもの おうぼがあった
けど、とうりの おうぼした ふたつ
のせっけいずは １とうと３とうに
えらばれたんだよ。
しげみつけは どくとくなかたち
のやねが どっしりしていて おちつ
いた たたずまいだよ。１１メート
ルぐらいの ながいろうかに つぎめ
がないことも とくちょうだよ。

▲しげみつけ じゅうたく しゅおく

▲こっかいぎじどう





くにみかぶきってなに？

えどじだいの なかごろ(およそ２
００ねんまえ)に むらのごらく(た
のしいこと)として したしまれてい
たよ。きつきのはんしゅ(おとのさ
ま)が きたときに、じもとのわかも
のたちが えんじたのが はじまりだ
とも いわれているよ。
ひとが すくなくて なんどもちゅ
うだんしていたけど、なくならない
ように じもとのひとたちが たちあ
がり、へいせい５ねんにくにみまち
いなかかぶきあいこうかいを つ
くったよ。そのご へいせい２０ね
んにくにみいなかかぶきほぞんかい
ができて、へいせい２１ねんには
くにみかぶきに なまえをかえてい
るよ。

▲くにみかぶき


